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（3）
　
市
内
に
は
、
多
く
の
用
水
路
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
用
水
路
は
農
業

用
の
水
路
で
あ
り
、
農
業
を
行
う

う
え
で
重
要
な
水
を
供
給
し
て
い

ま
す
。
用
水
路
に
ご
み
や
刈
っ
た

草
木
等
を
流
す
と
水
質
の
低
下
を

招
く
だ
け
で
な
く
、
用
水
路
が
詰

ま
っ
て
水
が
氾
濫
し
、
重
大
な
水

害
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
汚
水
を
流
す
と
農
産
物

の
収
穫
が
で
き
な
く
な
り
、
営
農

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ご
み
や
草
木
・
汚
水
等
は
絶

対
に
用
水
路
に
は
流
さ
な
い
で
く

　

ビ
ャ
ク
シ
ン
類（
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
、
タ
マ
イ
ブ
キ
、
一
部
の
コ

ニ
フ
ァ
ー
等
）は
梨
の
赤
星
病
の

伝
染
源
と
な
り
ま
す
。
稲
城
の
特

産
物
で
あ
る
梨
を
守
る
た
め
、
市

内
に
こ
れ
ら
の
植
物
を
植
え
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
経
済
課
農
政
係
、
JA
東
京
み
な

み
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　

☎

377
・
6
0
0
2

▽
集
合
・
解
散
場
所
＝
JR
八
王
子

駅
南
口
付
近

場
八
王
子
市
戸
吹
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
・
二
ツ
塚
処
分
場
・
谷
戸
沢

処
分
場（
バ
ス
移
動
）

費
1
5
0
0
円（
昼
食
代
）

定
40
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
後
日
全
員
に
結
果
を
通

知
）

申「
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
」
内
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
は
が

き限
10
月
30
日（
金
）

先
問
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合「
谷
戸
沢
処
分
場
自
然
観
察
会
」

係（
〒
190
・
0
1
8
1
西
多
摩
郡

日
の
出
町
大
字
大
久
野
7 

6 

4 

2
）　
☎
042
・
597
・
6 

1 

5 

2 

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き

方
・
介
護
保
険
等
を
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

対
介
護
し
て
い
る
家
族
、
関
心
の

あ
る
方

日
10
月
20
日（
火
）

時
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場
平
尾
自
治
会
館（
平
尾
3
の
7

の
1
）

定
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
電
話

先
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　
☎
331
・
6
0
8
8

　
症
状
や
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・

治
療
等
に
つ
い
て
専
門
医
か
ら
学

び
、
相
談
も
で
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
方

日
11
月
11
日（
水
）

時
○
ミ
ニ
講
座
＝
午
後
2
時
〜
2

時
45
分

○
個
別
相
談
＝
ミ
ニ
講
座
終
了
後

（
1
人
15
分
程
度
）

場
ア
メ
リ
ア
稲
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
1
階
休
憩
ス
ペ
ー
ス

（
矢
野
口
2
2
8
4
の
1
）

定
○
ミ
ニ
講
座
＝
20
人

○
個
別
相
談
＝
3
人

※
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順

申
申
込
フ
ォ
ー
ム（
下

記
参
照
）、
電
話〔
10

月
16
日（
金
）〜
〕

先
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
の

く
ち　
☎
379
・
8
5
7
5

主
稲
城
台
病
院

問
高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

対
多
摩
地
域
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

日
11
月
26
日（
木
）

時
集
合
＝
午
前
8
時
45
分
、
解
散

＝
午
後
5
時
ご
ろ

だ
さ
い
。

問
経
済
課
農
政
係

用
水
路
に
ご
み
・

 

草
木
・
汚
水
等
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

参
加
者
募
集

紅
葉
の
谷
戸
沢
処
分
場

自
然
観
察
会

梨
赤
星
病
予
防
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

家
族
介
護
教
室

認
知
症
ミ
ニ
講
座
・

�

個
別
相
談
会

　大丸自治会の協力により、地域清掃活動を行います。皆さんで自分た
ちの街をきれいにしましょう。
日11月8日（日）
※雨天中止、中止の場合はメール配信サービス等でお知らせします。
時午前9時～11時ごろ
▷集合場所　大丸地区会館（大丸251）
※ごみ袋・軍手は当日お渡しします。
※駐車場無し
問生活環境課環境保全係

大丸地区
まちきれ実践行動

　
在
宅
医
療
の
基
礎
か
ら
日
頃
の

備
え
等
に
つ
い
て
、
医
師
が
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
い
な
ぎ
在
宅
医
療
・

在
宅
医
療
市
民
向
け

ミ
ニ
講
座

自
分
ら
し
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
に

　高齢期に必要な栄養や、食べる楽しさを基礎から学べる講座です。
季節の野菜を使った簡単ランチをミニオードブルにして紹介します。
対おおむね65歳以上の方
日11月30日（月）
時午前10時～正午ごろ
場ｉプラザ実習室
定10人程度（申込先着順）
※初めての方を優先
講管理栄養士
申申込フォーム（右記参照）、電話〔10月16日（金）～〕
先問高齢福祉課高齢福祉係

元気をつくる
栄養教室

こ
の
度
の
令
和
8
年
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
改

め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
こ
の
災
害
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
衷
心

よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
、
わ
ず
か
2

日
間
で
二
度
の
震
度
7
を
記
録

す
る
前
例
の
な
い
大
地
震
が
発

生
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
が

経
っ
て
復
興
が
進
み
、
熊
本
地

震
の
記
憶
も
や
や
薄
ら
い
で
き

た
最
中
、
ま
た
も
大
き
な
被
害

を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
地
震
は
7
月
28
日
午

後
4
時
27
分
に
発
生
し
、
熊
本

地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.1
、最
大
震
度
7（
宇

城
市
・
氷
川
町
）を
記
録
す
る

大
地
震
で
、
28
日
の
段
階
で
最

大
震
度
5
以
上
の
地
震
が
合
計

4
回
発
生
し
ま
し
た
。
熊
本
地

方
の
日
奈
久
断
層
帯
・
布
田
川

断
層
帯
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
、

断
層
の
南
側
・
西
側
に
10
年
前

の「
割
れ
残
り
」が
あ
っ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
市
の
大
西
市
長
は
、
全

国
市
長
会
防
災
対
策
特
別
委
員

会
の
委
員
長
を
、
私
は
副
委
員

長
を
務
め
て
い
る
関
係
で
、
発

災
直
後
か
ら
防
災
課
を
通
じ
て

熊
本
市
と
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

り
大
西
市
長
と
直
接
情
報
共
有

し
な
が
ら
支
援
を
開
始
し
ま
し

た
。29

日
に
は
被
災
地
へ
の
救
援

物
資
搬
送
を
決
定
し
、
手
配
し

た
20
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、

翌
日
東
京
を
出
発
し
ま
し
た
。

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
る
佐
川
急
便
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
第
一
便
で
は
、
宇
城
市

宛
て
の
飲
料
水
、
宇
土
市
宛
て

の
飲
料
水
・
お
む
つ
等
、
氷
川

町
宛
て
の
飲
料
水
・
ア
ル
フ
ァ

化
米
・
生
理
用
品
セ
ッ
ト
等
を

届
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
8
月
4
日
の
第
二
便

で
は
、熊
本
市
宛
て
の
飲
料
水・

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
ア
ル
フ
ァ
化

米
・
簡
易
ト
イ
レ
＋
テ
ン
ト
＋

処
理
セ
ッ
ト
を
送
り
、
5
日
の

第
三
便
で
は
、
熊
本
市
宛
て
の

紙
お
む
つ
・
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
の
他
、
水
循
環
式
シ
ャ
ワ
ー

と
水
循
環
式
手
洗
い
ス
タ
ン
ド

を
届
け
ま
し
た
。

こ
の
水
循
環
式
の
シ
ャ
ワ
ー

と
手
洗
い
ス
タ
ン
ド
は
、
今
年

度
稲
城
市
で
初
め
て
導
入
し
た

機
材
で
す
。
内
蔵
さ
れ
た
タ
ン

ク
の
水
を
濾ろ

か過
し
な
が
ら
繰
り

返
し
使
用
で
き
る
の
で
、
酷
暑

の
中
で
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
断
水
し
た
被
災
地

域
で
の
衛
生
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
優
れ
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
地
震
が
発

生
す
る
直
前
、
私
た
ち
は
偶
然

に
も
熊
本
に
出
張
す
る
機
会
が

あ
り
、
7
月
9
日
〜
10
日
に
稲

城
・
府
中
墓
苑
組
合
の
行
政
視

察
と
し
て
熊
本
市
営
墓
地
等
を

訪
問
し
ま
し
た
。
10
年
前
の
大

規
模
災
害
時
に
墓
苑
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
、
ま

た
事
前
防
災
と
し
て
対
策
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
を
ご
教
示
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
倒

壊
し
て
し
ま
っ
た
阿
蘇
大
橋
の

隣
に
架
か
る
新
阿
蘇
大
橋
を
通

り
、
被
災
後
に
移
転
し
た
東
海

大
学
の
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
に
整
備

さ
れ
た
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
熊
本
城
の
復
興
現
状

も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

数
々
の
復
興
事
業
が
進
む
中

で
、
大
規
模
な
石
垣
の
倒
壊
や

個
人
墓
地
の
墓
石
の
復
旧
等
は

ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
通
常
生
活

に
は
支
障
が
な
い
ま
で
に
復
興

を
遂
げ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し

て
も
10
年
前
の
地
震
が
レ
ガ
シ 

ー
と
な
っ
て
き
た
矢
先
に
再
度

震
災
に
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
最
近

で
は
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
な

災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
わ
が
ま
ち
稲
城
市
で
も
、

い
つ
何
時
災
害
が
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
常
に
防
災
力

強
化
に
取
り
組
み
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
確
立
に
よ
り
、
災

害
に
強
い
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

稲城市長

令
和
８
年熊

本
地
震
へ
の
支
援

市
長
コ
ラ
ム
No.176

介
護
相
談
室
の
専
門
職
に
相
談
も

で
き
ま
す
。

日
11
月
19
日（
木
）

時
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
松
葉
集
会
所（
矢
野
口
1 

8 

9 

2
）

講
奥
村 

光
絵
氏（
あ
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
平
尾
院
長
）

申
電
話
、
メ
ー
ル（
必
須
事
項
○

氏
名
○
住
ま
い
の
地
区
）

限
11
月
18
日（
水
）

先
い
な
ぎ
在
宅
医
療
・
介
護
相
談

室　
☎
377
・
4
9
6
4（
平
日
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
）、

inagi-
zaitaku.soudan@

aurora.
ocn.ne.jp

問
高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

▲被災地へ救援物資を搬送

災害情報・地域情報を
お知らせ！

稲城市LINE
公式アカウント

稲城市 LINE
◀LINEで友達に追加

秘書広報課広報広聴係問  

8・10・15


